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ト型WebGIS（地図情報提供システム）として運用  

されており，全庁システムとして活用されるとともに，  

住民への情報提供にも利用されている。  

「東京ガスにおけるモバイル。WEBGIS」は，最近  

注目を集めているモバイルGISとWEB GISの最  

技術報菩である。同社では，緊急保安業務，新設営業  

支援等にモバイルGIS，社内での情報共有や業務支援  

にWEB GISが用いられている．  

「地図データの更新とその効率化」は，カーナビゲ  

ーション用地図データの更新についてである。カーナ  

ビゲーションは，日本が世界で最も進んでいると言わ  

れているが，特に利用者のこ－ズの大きい地図データ  

の準リアルタイム更新と更新データ（差分データ）の  

提供について紹介されている。  

「位置情報インフラストラクチャー」は，全国に約  

1，000∴一式設置されたGPS連続観測システムの紹介で  

ある。このシステムは，近い将来，位置情報のインフ  

ラストラクチャーとして，計測者の現在位置をリアル  

タイムに提供できると見込まれており，空間データの  

取得と利川に役立つものと期待されている。  

「アメリカ合衆回における空間データ基盤」は，合  

衆田における空間データ基盤整備に関する最新のレポ  

ートである。令衆回は，空間データ基盤整備に国の政  

策として粧堺で最も早く取り組み，【‡I本にも大きな影  

響を与えた。報苓の中では，米田のこれまでの取組と  

ともに，次のステップが紹介されている。   

空間データは，時間を含めた4次元情報でかつ大量  

なデータである。空間データを利用するGISでは，  

位相構造化された大量の空間データを目的に応じて効  

率よく処理するために，計算幾何学などが活用されて  

いる。オペレーションズ。リサーチの研究成果もGIS  

に適用できるものが数多くあると思われる。貴重な記  

事を寄せられた執筆者に感謝するとともに，本特集が  

学会員の空間データの現状把捉にいささかでも貢献で  

きればうれしく思う。   

なお，関連文献として本誌Vol．43 No．101998で  

「GISの活用事例」が特集されていることを付記する．  

オペレーションズ。リサーチ   

GIS（地理情報システム）が世の中の関心を集めた  

のは1995年1月の兵庫現南部地震の時である．GIS  

の研究者が，災害復興へのGISの活用に現地で取り  

組み，大きな成果を上げた。ちょうどその前年，アメ  

リカでは大統領令により，空間データの重複整備軋Il二  

と広範な利月ヨを目的とした活軌が盛んに行われており，  

我が国でも空間データ整備の必要煙が各方面から指摘  

された．これをきっかけに，空間データ整備は，回，  

地’方自治体，公共機関，民間等でそれぞれ進められ，  

一部は一般の人も人手可能となっている。   

今回の特集では，ゆっくりではあるが着実に進んで  

いる空間データ整備についてその現状を捉え，この間  

に行われた空間データの新たな活用について取りまと  

めた．構成は，空間データ整備二状況と共同利月］の試み  

が2編，地方自治体と民間企業における空間データ  

（GIS）利用の実例が2編，空間データ整備に関連す  

る先端技術が2編，そしてアメリカからのレポートが  

1編である。  

「GISで利用可能な地図データ」では，人手可能な  

最近のGIS用地図データについて綱拝的に整押して  

いる。地図のデジタル化（あるいは，デジタル地図デ  

ータの直接取得）コストが大きいためGIS整備がな  

かなか進まないというのは従来から指摘されてきたこ  

とであるが，GIS利用の進展にともない，多様で促し、  

やすいものも増えてきたので，データの特徴も含めて  

紹介している．また，海外をlト心とした地図データの  

検索方法についても，簡単に触れている。  

「束京大学空間情報科学研究センターにおける空間  

データ基盤システムの概要」は，束京大学空間情報科  

学研究センターで行っている空間データクリアリング  

ハウスと空間データ共有システムについて，背景，目  

的，収録データ，機能等について紹介している。同セ  

ンターは，1998年4月に東京大学に設置された［l本  

で初めてのGISの研究センターである．  

「豊中市におけるGISの構築と運用」は，自治体  

GISのL‡－でも成功事例として知られている忠一11市の  

GISについての報告である．システムはイントラネッ  
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